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授授業業科科目目  ジジェェンンダダーー論論  
1学年・後期・1単位（15時間）  

全学科 選択 

  

科目担当責任者 
佐々木香織 (教育研究施設ⅠC708号) 

e-mail : kaorisasaki@sapmed.ac.jp 

非常勤講師 

連絡担当教員 

  

 

担 当 教 員  

概     要 

 

ジェンダーは現代社会における医療・ケアを実践する際に留意すべき概念です。なぜなら人のウェル・ビーイングにも

密接にかかわっているばかりか、よりよい医療従事の労働と労働環境を考える上でも、避けて通れない概念だからです。

その視点から授業を展開します。具体的には近代社会の成立に伴い、どのようにジェンダー・性・セクシャリティの概

念が構築され、その概念が制度・システムに内包して、私たちの暮らし・生活に内在しているかを学びます。理解が深

まった上でジェンダーに起因する、①様ざまな社会的な課題(e.g. LGBTへの差別)そして、②医療従事者が直面する問

題(e.g.看護師・作業療法士の感情労働、理学療法士への性別役割期待)を議論します。また、授業中の議論やペア・ワ

ーク、事後学習の小課題(宿題)を通じて、社会や文化に対する思考力と洞察力を鍛えます。 

到 達 目 標 

 

1. 私たちが生きている社会が「ジェンダー」を組み込んで形成したシステムであることを理解したうえで、性差を語

る枠組みであるジェンダーとセックスの違いを説明できる 

2. ジェンダーの視座から社会事象 (特に恋愛と性、生殖、家族、教育、労働) について説明ができる 

3. ジェンダーにおけるアイデンティティポリティクスの状況(特にLGBT)を説明できる 

4. 自分自身の「ジェンダー」について、俯瞰した眼で見ることができるようになる(気づき・自覚) 

関 連 科 目 

 

社会学概論、文化人類学 

評    価 

評価対象 評価割合(％) 備考 

授業への参加 16% 教科書の内容をふまえ、発展的に考えていく力をみます 

宿題での学び・気づき・質問などをする力を見ます 

レポートはジェンダーと社会・文化を俯瞰の視座と「自分ごと」とし

てみる視座を、上手く統合して分析する力を見ます 

小課題(宿題) 34% 

レポート 50% 

  

  

教  科  書 ①加藤 秀一 [2017年04月・1,800円] 「はじめてのジェンダー論.」 有斐閣 

参  考  書 ①姫野カオルコ [2021年4月・957円] 「彼女は頭が悪いから」 文春文庫 

②瀬治山角 [2020年5月・902円[Kindle版]] 「炎上CMで読み解くジェンダー論」 光文社新書 

③小倉千加子 [2014年5月・1210円] 「赤毛のアンの秘密」 岩波現代文庫 

④斎藤美奈子 [2003年12月・400円] 「モダンガール論」 文春文庫 

⑤森山至貴 [2017年3月・880円] 「LGBTを読みとく ─クィア・スタディーズ入門」 ちくま新書 

⑥キム・ジヘ [2021年8月・1760円] 「差別はたいてい悪意のない人がする」 大月書店 

⑦山田昌弘 [2016年11月・836円] 「モテる構造― 男と女の社会学」 ちくま新書 

⑧上野 千鶴子, 富岡 多恵子  , 小倉 千加子 [1997年9月・1100円] 「男流文学論」 ちくま文庫 

⑨周燕飛 [2019年7月1320円] 「貧困専業主婦」 新潮選書 

履修上の留意点 社会学とCultural Studiesの知見を使い「ジェンダーと私たち」を考えます。したがって身近な問題を扱います。 

授業で「教科書」は使います。しかし「参考書」は授業に必要ではありません。小説や新書や選書や文庫のエッセイと

いう形で、日常の中にジェンダーの概念がするりと入り込んでいるのを気が付かせてくれる内容で、読みやすいものを

選びました。興味があれば読んでみてください。 

なお本授業は、今メディアで触れられるような「ジェンダー格差」の「問題」の「解決」を考えるのではなく、私たち

が生きている社会と経済の「仕組み」や「構造」を理解し、その上で私たちの「社会関係」(社会と経済によって一般

的/常識的に構築されていく人間関係)について把握を試みます。そのような土台を築いたところで、どのように現在の

ジェンダーに関連する医療/看護/福祉の現場の問題を考えてみたり、メディアを賑わせるようなジェンダーに関連する

社会/政治問題へと発展していったのだろうかと、疑問を持ちながら、自分で探究してみることに力点があります。学

習の主題・内容・方法は、受講生の関心に応じて変更することがあります。 
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実施回 内 容 事前・事後課題 形態 担当教員 

1 ジェンダーと近代的自己の形成 

―私たちの社会における男らしさ、女らしさ 

事前 教科書1－2章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

講義・議論 佐々木香

織 

2 私たちが生きる近代社会の成立と近代家族 

―性別役割分業の背景を学ぶ 

事前 教科書5章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

〃 〃 

3 私たちが生きる近代社会と教育制度 

―性別役割の構築と内面化 

事前 教科書6－7章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

 

〃 〃 

4 私たちが生きる近代社会・資本主義制度と私たちの労働 

―性別役割分業と感情労働の発展 

事前 教科書11－12章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

〃 〃 

5 ジェンダー資本と身体 

―私たちが生きる近代社会における性自認、アイデンティテ

ィポリティクスとLGBT 

事前 教科書3－4章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

〃 〃 

6 性行動とセクシャリティそして(性的)身体 

―私たちが生きる近代社会におけるセクシャリティをめぐる

ポリティクス 

事前 教科書8章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

〃 〃 

7 私たちが生きる近代社会と恋愛、性、そしてDV 

―ロマンティック・ラブにおける権力性から性暴力へ 

 

事前 教科書9－10章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

〃 〃 

8 私たちが生きる近代社会における国家と私たちの身体と性と

生殖(新しい生殖医療技術を含めて) 

 

事前 教科書13章を読む 

事後 小課題・宿題を行う 

 

〃 〃 
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